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1. はじめに 

近年，スマートフォンなどの携帯端末が普及

し，ほとんどの人が通信端末を持つようになっ

た．それら，ほとんどのものに GPS 機能が備わ

っており，誰でも簡単に現在位置を取得できる

ようになった．しかし，これは GPS の受信がし

やすい屋外に限り，屋内に入ると位置情報の精

度は格段に下がる．現在位置情報技術を用いた

サービスが急増する中，屋内測位の技術が求め

られる．屋内測位が可能になるとショッピング

モール内や大きな駅等での道案内が可能にな

り，利用者の利便性が大きく向上する． 

屋内測位の技術の先行技術においては位置

情報取得の正確さとコストの低さが両立でき

ないため，本実験では，正確さの向上のため，

屋内を含む施設内において道案内のための利

用者の現在位置の取得に限定し，低コストのシ

ステムを作成し検討する． 

2. 提案手法 

 屋内を含む施設内において道案内のための

利用者の現在位置の取得に限定して考える．コ

ストの安さを考えると，現在位置の周辺情報か

らデータベース検索により現在位置を推定す

る手法が考えられる．入力は周辺ブースの店名

打ち込みデータベース検索，屋内位置用 QR コ

ードの貼り付けとその読み取り，この 2つの方

法で位置推定を行う． 

3. 実験結果 

 入力文字からデータベースを経て現在位置

の推定をすることができた． 

 また，ブース情報の入った QR コードの作成・

およびその読み取り双方が手軽にかつ正確に

ブースの情報を得ることができ，こちらでも位

置情報の推定が可能になった． 

 ブース間移動コストの調整し，ベルマンフォ

ード法を用いることで得られた経路を検証し

た結果，最適な経路であることが確かめられた． 

 

図 1.取得した現在位置と目的位置を結ぶ地図 

4. おわりに 

以上の実験により，提案手法が実現可能であ

ることが示された． 

利便性等において今後の課題として以下があ

る． 

・現在位置の入力は端末付属カメラで周辺店舗

の撮影から位置を分析 

・目的地の入力は地図を表示してその中からタ

ップ等で入力する選択が求められる． 
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